
な
い
と
思
わ
れ
る
社
会
人

あ
れ
ば
、
ま
ず
は
私
た
ち
自

御
来
場
く
だ
さ
い
。

も
い
ま
す
。

身
が
率
先
し
て
気
持
ち
の
良

当
日
は
、
先
生
の
作
品
も

し
か
し
、
そ
う
い
う
人

い
あ
い
さ
つ
に
努
め
た
い
も

会
場
に
展
示
す
る
予
定
で
す
。

の
と
こ
ろ
に
は
人
が
集
ま

の
で
す
ね
。

併
せ
ま
し
て
、
来
月
の
「
地

り
ま
せ
ん
。
世
に
人
望
の

域
が
育
む
『
か
ご
し
ま
の
教

あ
る
人
と
呼
ば
れ
る
人
は

育
』
県
民
週
間
」
で
の
御
来

柳
山
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
の

職
員
が
め
ざ
し
て
い
る
目
標

例
外
な
く
、
気
持
ち
よ
い

訪
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

竣
工
式
も
あ
り
ま
し
た
。
こ

を
達
成
で
き
な
い
で
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま
す
。

ま
す
。

昨
年
に
比
べ
、
今
年
は
ど

の
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
の
計

生
徒
会
で
も
、
そ
の
課
題

私
の
好
き
な
言
葉
の
中

来
る
十
月
二
十
六
日(

日)

う
や
ら
台
風
の
当
た
り
年
の

画
は
、
柳
山
ア
グ
リ
ラ
ン
ド

意
識
は
高
く
、
隔
週
の
生
徒

に
、「
桃
李
不
言
下
自
成
蹊
」

に
、
文
化
祭
と
薩
摩
川
内
元

よ
う
で
、
十
八
号
、
十
九
号

構
想
と
連
動
し
て
、
峰
山
地

集
会
の
度
に
「
あ
い
さ
つ
エ

（
史
記
）
と
い
う
も
の
が

気
塾
を
開
催
し
ま
す
。

と
、
た
て
つ
づ
け
に
台
風
が

区
の
活
性
化
を
図
っ
て
の
も

ク
サ
サ
イ
ズ
」
と
い
う
取
組

あ
り
ま
す
。
「
桃
李(

と
う

生
徒
た
ち
は
、
行
事
の
多

襲
来
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、

を
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
…

り)

言(

も
の
い)

は(

わ)

ざ

い
二
学
期
の
、
寸
暇
を
惜
し

全
国
で
は
様
々
な
被
害
が

最
近
知
り
ま
し
た
。
大
き
く

…
。

れ
ど
も
下(

し
た)

自(

お
の

ん
で
、
準
備
に
励
ん
で
い
ま

出
て
、
た
く
さ
ん
の
尊
い
生

立
派
な
風
車
で
す
が
、
強
風

そ
こ
で
、
今
回
は
、
あ
い

ず
か)

ら
蹊(

け
い)

を
成

す
。

命
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
心

圏
や
暴
風
圏
に
入
っ
た
と
き

さ
つ
の
大
切
さ
に
つ
い
て
私

(

な)

す
。」
と
読
み
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
薩
摩
川
内

か
ら
、
犠
牲
者
の
方
々
の
御

に
は
、
さ
す
が
に
心
配
で
、

の
考
え
を
述
べ
、
家
庭
や
地

意
味
は
、
「
桃
や
李(

す
も

元
気
塾
の
講
師
は
、
小
川
景

冥
福
を
祈
り
た
い
と
思
い
ま

何
度
か
眺
め
る
こ
と
で
し
た
。

域
の
皆
様
に
御
賛
同
い
た
だ

も)

は
、
別
に
何
か
を
言
う

一
先
生
で
、「
波
瀾
万
丈

人

す
。

き
、
校
区
ぐ
る
み
で
あ
い
さ

わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の

間
万
事
塞
翁
が
馬
」
と
い
う

一
方
、
本
校
区
で
は
、
台

つ
の
で
き
る
生
徒
の
育
成
を

木
の
下
に
は
良
い
香
り
に

演
題
で
講
演
さ
れ
る
予
定
で

風
の
襲
来
に
怯
え
な
が
ら

め
ざ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

誘
わ
れ
て
人
々
が
集
ま
り
、

す
。

も
、
い
く
つ
か
の
行
事
が
、

《
平
素
の
指
導
》

自
然
と
小
道
が
で
き
る
。

小
川
先
生
は
私
の
高
校
時

十
月
十
六
日(

木)

・
十
七

地
域
の
皆
様
や
保
護
者
の
皆

同
様
に
、
優
れ
た
人
物
の

代
の
級
友
で
、
中
国
の
桂
林

日(

金)

の
二
日
間
、
川
薩
地

様
方
の
御
協
力
を
賜
り
な
が

本
校
で
は
、
毎
週
一
回
、

あ
い
さ
つ
は
、
相
手
に

も
と
に
は
、
自
然
と
人
が

旅
游
学
院
美
術
部
の
元
客
員

区
中
学
校
新
人
総
合
体
育
大

ら
無
事
に
実
施
で
き
ま
し

生
徒
指
導
委
員
会
を
開
催
し

敬
意
を
示
し
、
受
け
た
相

集
ま
る
。」
で
す
。

教
授
で
、
現
在
は
、
鹿
児
島

会
の
卓
球
大
会
が
、
サ
ン
ア

た
。

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
一

手
は
気
持
ち
よ
く
な
る
。

同
じ
能
力
を
も
っ
た
人

大
学
の
非
常
勤
講
師
を
さ
れ

リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い
で
開
催
さ

中
で
も
、
降
雨
の
中
で
の

事
徹
底
事
項
を
決
め
、
指
導

特
に
、
一
日
の
始
ま
り
で

間
で
も
、
人
徳
を
も
っ
た

な
が
ら
、
芸
術
家
と
し
て
活

れ
て
い
ま
す
。(

本
原
稿
の
脱

小
中
合
同
運
動
会
は
、
子
ど

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

あ
る
朝
の
あ
い
さ
つ
は
、

者
と
そ
う
で
な
い
者
と
で

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

稿
は
十
七
日)

も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

一
事
徹
底
事
項
は
、
生
徒
指

大
切
で
あ
る
。
相
互
の
あ

は
、
人
生
に
大
き
な
違
い

高
校
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

十
六
日
は
男
女
団
体
種
目

と
、
私
た
ち
教
職
員
に
と
り

導
の
年
間
指
導
計
画
の
中
に

い
さ
つ
で
、
良
好
な
人
間

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
生

や
、
十
二
年
間
の
中
国
で
の

が
行
わ
れ
、
男
子
は
思
う
よ

ま
し
て
も
、
忘
れ
ら
れ
な
い

組
み
込
ん
で
い
る
の
で
す
が
、

関
係
が
築
け
る
。

徒
た
ち
に
ど
ち
ら
の
人
生

体
験
談
な
ど
、
波
瀾
万
丈
の

う
な
結
果
が
得
ら
れ
ま
せ
ん

想
い
出
の
大
会
と
な
り
ま
し

達
成
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

を
選
ん
で
ほ
し
い
か
は
一

半
生
の
中
で
、
常
に
希
望
を

で
し
た
が
、
女
子
チ
ー
ム
は
、

た
。
こ
の
、
想
い
出
づ
く
り

前
週
の
分
が
繰
り
越
さ
れ
る

《
私
の
考
え
》

目
瞭
然
で
す
。

抱
き
な
が
ら
生
き
て
こ
ら
れ

な
ん
と
川
内
北
中
に
次
ぐ
準

の
た
め
に
、
雨
中
で
懸
命
に

場
合
が
あ
り
ま
す
。
繰
り
越

そ
の
た
め
に
、「
あ
い
さ

た
先
生
の
生
き
様
を
語
っ
て

優
勝
と
い
う
好
成
績
で
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
を
し
て
く

さ
れ
る
事
項
の
中
に
、「
元
気

元
気
よ
く
明
る
い
あ
い

つ
」
は
必
要
不
可
欠
の
素

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

奇
し
く
も
本
大
会
の
担
当

だ
さ
っ
た
方
々
の
お
姿
も
、

よ
く
明
る
い
あ
い
さ
つ
を
し

さ
つ
を
し
な
く
て
も
、
生

養
な
の
で
す
。

先
生
の
お
話
は
、
生
徒
た

校
長
を
任
さ
れ
て
お
り
ま
し

し
っ
か
り
と
脳
裏
に
刻
む
こ

よ
う
。」
が
あ
り
ま
す
。

徒
た
ち
は
高
校
や
大
学
・

ち
ば
か
り
で
な
く
、
私
た
ち

た
の
で
、
自
校
を
表
彰
で
き

と
で
し
た
。

生
徒
た
ち
は
全
員
純
朴
で
、

専
門
学
校
に
進
学
し
、
社

い
か
が
で
す
か
。
御
賛
同

大
人
に
も
十
分
た
め
に
な
る

る
と
期
待
し
て
お
り
ま
し
た

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

職
員
の
指
示
に
よ
く
従
っ
て

会
人
に
な
れ
る
で
し
ょ
う
。

い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で

お
話
と
思
い
ま
す
の
で
、
お

が
、
市
の
校
長
研
修
会
と
重

い
ま
し
た
。

く
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

現
に
、
相
手
に
敬
意
を

す
。
そ
し
て
、
生
徒
た
ち
に

時
間
の
許
さ
れ
る
方
は
、
校

な
っ
た
た
め
、
表
彰
で
き
な

校
区
で
は
、
晴
天
の
中
、

あ
い
さ
つ
だ
け
は
、
未
だ
に

表
し
た
あ
い
さ
つ
が
で
き

あ
い
さ
つ
を
要
望
す
る
の
で

区
内
外
を
問
わ
ず
、
是
非
、

く
な
り
ま
し
た
。

自
主

向
学

敬
愛

校 訓

薩摩川内市立高江中学校
〒895-0131 薩摩川内市

高江町654番地1
Tel 0996-27-2003
Fax 0996-27-2065
平成26年10月号

台
風
一
過

元
気
の
あ
る
、
明
る
い

あ
い
さ
つ
の
で
き
る
生
徒

に
育
っ
て
ほ
し
い
。

文

化

祭

薩
摩
川
内
元
気
塾

速
報
！

地
区
新
人
総
体
卓
球

快
挙
！

女
子
団
体

準
優
勝

高江中学校ホームページを公開中 http://www.edu.satsumasendai.jp/takae-j/



２１日（日），今年度で２回目になる小中合同運動 ２日（木）藺牟田池で行われ，結果は男子１９
会が峰山小学校グラウンドで行われました。台風接 位，女子２１位でした。選手層の厚い他校とはど
近による雨天での実施になりましたが，保護者をは うしても力の差が出ますが，２０周走の取組の積
じめ，来賓や地区の方々の多くの御参加をいただき， み重ねがあるからこ
盛会のうちに無事終了いたしました。これも準備や そ，前回よりもいいレ
当日の運営等に御協力くださいました多くの皆様の ースができたのだと思
お陰であり，心から感謝申し上げます。たくさんの います。あとは，勝負
温かい声援の中で競技や演舞を披露でき，また小学 への執念だけです。ま
生の良き手本として後輩をリードできた中学生にと だレベルは上がるはず
っては，この運動会は達成感と充実感でいっぱいだ です。コミの方々の応
ったようです。来年度はさらに充実したものになる 援に感謝いたします。
よう努めてまいりたいと思います。
※ 写真は,ホームページでも紹介しています。

４日（土），全校生徒
が参加し，小中合同の
合唱やリコーダー合奏
等を披露しました。夕
空が美しいステージで
芸術の秋にふさわしい
思い出ができました。

１０日（金），水引郵便局長の瀬戸口正昭さんに
「今ここ（ふるさと）に生
きる」と題して，講話をし
ていただきました。私たち
が知らない高江の昔話に触
れることができ，新たな発
見がありました。

右は，高江中の校庭から見
えた皆既月食の写真です。満
月が地球の陰にすっぽりと入
った時は，赤銅色の月が満天
の星空の中に浮かびあがり，
すごく感動的でした。
（10月8日19:30：藤山教諭撮影）

1１月 主な行事予定

日 曜 学 校 行 事 等
1 土 地域が育む「かごしまの教育」県民週間（～7),柳山アグリランドサツマイモ収穫，

県ジュニア夢プラン卓球大会（松元）
4 火 薩摩川内いじめのない学校づくりの日，全校朝会,ＡＬＴ,卒業アルバム撮影日
5 水 防火防災訓練
6 木 薬物乱用防止教室・血液教育
9 日 峰山地区文化祭9:00～
11 火 全校朝会,3年実力テスト(～12)
13 木 3kmロードレース,フッ化物洗口
14 金 思春期ふれあい体験学習(3年)
15 土 漢字検定8:30～
19 水 テスト１週間前部活動停止,職員会議
21 金 作業なし,SL･ALT来校,生徒会専門部会
25 火 ALT来校(～26),生徒集会
26 水 期末テスト1日目(～28)

第６８回峰山小・高江中合同運動会 地区中体連駅伝大会

皆既月食･･･とても綺麗でしたね

第８回「江之口橋星空コンサート」

「ふるさと学習」

【お知らせ】 １０月２６日（日）は，
校内文化祭 ８：５０～
元気塾（小川景一先生） １１：４０～

があります。文化祭では，生徒の舞台（劇や合唱，
英語暗唱等）や展示による学習発表をいたします。
ぜひ，お越しください。

地域が育む「かごしまの教育」県民週間」
１１月４日（火）～７日（金）の４日間

学校自由参観日です！ お待ちしています！
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